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開院以来の癌症例は 92例で外来新患者総数の 0.5
%に当る。年令は癌年令といわれる 40才以上に多
く，部位別では胃癌を筆頭に食道噴門癌その他の順
となっている。胃癌の切除率は 42.4%遠隔成績は 
1年 42.8%， 2年 33.3%，3年 0%で非常に不良で
ある。これは当科を訪れる癌患者は大部分が末期の
ものが多い事を物語っているといえる。 
1年間の癌検診により千葉県では 7265例中 185
例 25%の成績を示す。当院では 142例中 5例 3.5%
を示しているが発見された癌症例中，胃切除2例で 
1例健在， 1例 9カ月で再発死亡。非手術例 2例で
ある。癌検診lとより癌発見等の増加が見られ，今後
早期癌の発見治療の理想、へ向いつつある:と思われ
る。 
42. 急性腹部症の手術経験
武藤滋， o遠藤光夫
(沼津市立病院)
沼津市立病院で昭和32年 12月より昭和34年 1
月まで 2年聞に 1257例の入院患者手術例を得， そ
の中 432例 (34%)の急J性腹部症手術例を経験し
た。その分類は，急性虫垂炎 354例，化膿性腹膜炎 
39例，腸閉塞31例，出血胃 5例，急性醇壊死 1例，
子宮外妊娠2例となっている。その中化膿性腹膜炎
の原因は虫垂穿孔27例，官穿孔2例，腸穿孔4例，
附属器炎2例，その他4例となっている。叉腸閉塞
では狭義の閉塞性 3例，癒着性9例，吻合病による
もの 1例，狭義の絞拒性 10例，腸重積2例，飯屯ヘ
ノレニア 5例，麻牌性 1例となっている。死亡数は化
膿性腹膜炎 3例，腸閉塞I例の計4例。その他 2--
3の症例を報告した。 
43. 最近経験せる総胆管結右手術症例について
植竹光一， o小林誠一郎(植竹病院)
病院を訪れる胆道結石症患者には，急性症に於て
ι慢性症に於ても，極度に疲弊衰弱した状態の者
が可成り多L、。此等の症例の中には，先ず積極的l乙
外胆汁痩造設術を応用する事により危機を脱し， し
かる後更に永久治癒lζ導き得る者も多いと考えられ
る。但し，手術法は各症例l乙応じた方法を選択すべ
きで，徒らに根治術施行にのみ拘泥する事は危険で
ある。叉外痩を利用した胆管造影は，根治術施行に
対し重要な指標となり，必ず施行されるべきであ
る。我々は，比較的高齢且つ衰弱せる総胆管結石症
で，外胆汁痩造設を応用し，次いでそれぞれ呉った 
手術法を用いた 4症例について報告し以上の事を強
調した。尚症例中， 胆管処理K就いては， 胆管誘
導，胆管二層縫合，胆管疑膜一層縫合閉鎖，等を用
いたが，何れも治癒している。 
4. 心音図の分析に関する新しい試み
。飯森忠康，李兆佳(吉尾国保病院)
心音図は心の機械的表現である。 Luisada，Holl-
dack rc.よれば第工音，第 E音のある場所で僧帽
弁，大動脈弁の閉鎖が示される。故rc.rll時間は
収縮駆血時聞を示す。我々は直記式心電計を用いダ
イナミックマイクで伝えられた心音図により rII 
時間を 76例計測した。 rII= x〆王王の関係に
あり正常心20例より x=0.3440であった。 rll商
を求めると正常心20例の平均は 0.984， 異常心 56
例では 1，031で延長を認める。 1分間lζおける収縮
駆血時間は正常心で 21.763秒，異常心で 24，166秒が
平均である。正常心では 20例共19--24秒の聞にあ
18異常所見があるが症状を有しないものEKGり， 
例中 14例は正常と同様 19--24秒の聞にあり， EKG 
異常で心停充進，呼吸促迫，浮腫を有するもの 38例
では 24例が24秒以上 32秒まで認められ， 一般に
延長の傾向あることに注意を要する。 EKG異常で 
rII時間の延長があれば心不全叉は心不全傾向と
して充分'の注意を必要とする。 
45. 熱海胃腸病院の現況

。広田和俊，河比留博之，福田俊夫 

辻	 輝蔵，依田勇二，中林靖明
(熱海胃腸病院)
本年度比於ける熱海胃腸病院の推移を外来及び入
院患者数統計ーから概観し更にレントゲン消費量，輸
血消費量，検査施行統計等よりその発展の跡をたど
る。次いで 1年間の病院の歴史を振り返って特に職
務配置や職階制の改善並に給与方式更に病院の運営 
機構の確立等K関して主として管理運営面からの改
革について論じた。
診療並びに研究l乙関した現況報告に就いては次の
件に関して発表した。工:当院に於ける胃腸疾患の
統計的観察， ll:当院に於ける胃カメラの経験例
に就いて， lli:81才の大出血胃に対する官切除根
治例(特に結染後潰蕩発生の問題)， N:胆道結石
手術後発生せる術後 EnteroColitisの 1治験例，
V:S字状結腸軸捻転整復後合併せる腸管出血の
l例， VI:原発性胆嚢癌を伴える胆管憩室の 1例，
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咽;v. u による胃腸疾患の治療経験， 四;Aspa れから 1年後の本年6月，再び腹部腫癌を以て来院 
minolによる胃腸疾患の治療経験， IX;症候学的 X線検査の結果胃より発生した腫癌なるを知ったの
に見た胃下垂症の手術適応について， X;胃嚢腫の で再び開腹，胃切除術を施行した。そして組織検査 
1例， Xl;胃潰蕩出血に合併した回腸血栓症の 1 の結果胃体部小轡より発生した中管状性腺癌なるこ
例， XI;栄養補給路としての空腸痩造設術々式にっ とを確めた。胃結腸重複癌の手術例は本邦には今ま
いて， XII:熱海胃腸病院に於ける自殺未遂症例につ で9例の報告例が見られるのみである。比較的稀有
いて。 のものと思われるので，盲腸胃重複癌の l手術治験 
例を報告する。 
46. 最近経験せる胆嚢胆道手術に就いて
新井洋太郎(埼玉県新井病院) 49. 気流測定の立場から見た肺切除後の再膨脹
最近 2年 4ヵ月間の手術症例は， 胆石症45例，
と胸腔内ドレナージについて
胆嚢炎 2例，胆嚢悪性腫蕩5例，良性腫蕩 1例，欝
織本正慶(織本外科病院)
滞胆嚢症2例，胆道姻虫症 1例，胆嚢捻転症 1例， 肺再膨脹は次の図iと示す如く三つのスタデウムlζ
計 57例である。手術術式は胆嚢摘出術及び総輸胆 於いて膨脹を完成する。第一期膨脹の主役を演ずる
管切開術を施行したもの 38例， 胆嚢摘出術のみの ものは，胸腔内圧である。第二期の主役を演ずるも
もの 12例， 胆嚢胃吻合術 2例， 外胆嚢痩造設術 3 のは，換気の発現とその改善である。第三期の主役
例，試験開腹術 2例である。レ線診断にはピリグラ を演ずるものは，換気流の抵抗に打ち勝ってなす仕
フィンを使用しているが単なる胆石症と思われた症 事量の増大である。かよう托して肺膨脹は完成して
例に胆嚢パピローム，ノイロブラストーム，総輸胆 いくのである。即ち， レ線的形態的のみならず換気
管畑虫症等があった。全症例の術後合併症には術後 力学的な要素が相挨って，いいかえれば，その時期
ショック 1例，急性肝臓死 1例，肝床及びドレイン 々々に於ける換気流の在り方が重要な因子となっ
創口 K癒着したイレウス各 1例を経験した。全症例 て，始めて肺膨脹のメカニズムを知る事が出来る。
の予後は悪性腫蕩を除き極めて良好で現在胆石の再 即ち， 肺はひとまづ物理的に膨脹し， 換気が再生
発と思われる症例はみられなかった。 され，そうして改善され，再び膨脹し，再び改善さ
れる， ζれは例えていうならば，近代的企業が，内
47. 外科領域に於ける血管像影の意義 部整備を行なっては拡大再生産されていくのに似て
田代豊一(札幌医大胸部外科) いるのである。そこで今回は， この肺膨脹のメカニ
血管像影は万全の準備と技術の工夫によって極め ズムを考慮l乙入れて， ドレナージの問題を考えてみ
て安全に且つ簡単に身体のいかなる部分でも撰択的 よう。 
κ動，静脈撮影が可能である事を強調し，且つ心，
血管外科領域のみならず，一般外科領域においても
50. 外傷性急性腹部症手術例の検討
広くその診断，手術適応範囲の決定，術後経過観察
。鈴木太郎，斎藤隆(清水厚生病院)
のためにも，大いに利用されるべきと考え，私の独 外傷性急性腹部症は平時に於いては極めて稀なも
自の工夫によって得た血管像影症例を列挙し，その のであるが， 我々は約4年半比 14例の手術例(皮
意義をのべた。 下損傷 13，穿通性損傷 1)を経験したのでこれらの
症例から痛感したことを述べる。 
48. 盲腸，胃重複癌の 1治験例 
1) 多くの先人の報告の如く，その術前診断は極 
e 深町信一(柏市〉
めて困難で，術前にその損傷部位を判定する ζとは
胃大腸重複癌の手術例は本邦
嘗
iζ於ては尚その報告 殆んど不可能といってよい。
は伎ない。私は最近盲腸と胃lζ異時性lζ発生したと 2) 多くの場合合併症を有しており，特に頭部外
思われる重複癌の 1手術治験例を経験した。患者は 傷で意識不明の時などは，患者が腹痛を訴えぬの 
64才の老婆昭和 33年 3月腹部腫癌と貧血を主訴と で，腹部触診を怠って，これをみおとす危険があ
して来院したが， X線検査の結果盲腸部民発生した る。
腫癌なるを知ったので回盲部切除術を施行。組織検 3) 14例中 9例が腹腔内に 2カ所以上の損傷を
査の結果盲腸から発生した髄様癌なるを認めた。そ 受けており，最高は 6カ所に及ぶものがあった。
